
実践タイトル

算数 比例と反比例

理解を深めるデジタル教科書の活用

実践者　  吉田  優香
学 校 名 : 阿南市立富岡小学校
学校所在地 : 徳島県阿南市領家町浜田200番地
TEL : 0884-22-0066
URL : https://renew.e-school.e-tokushima.
　　　or.jp/anan/es/tomioka/

使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

本校は，令和３年度より各教室に１台電
子黒板が導入され，令和元年度には各教室
にタブレットが１台ずつ，希望する時間に
は児童１人１台が使えるタブレットも導入
された。各教室には無線 LAN が整備され
ており，教室を移動しても PC やタブレッ
トはそのまま使用することができる。その
後令和３年度，児童１人１台端末と学習者
用デジタル教科書の整備やプロジェクター
型電子黒板の導入を機により有効的な活用
方法について試行錯誤している。

デジタル教科書は，令和２年度に国・算・
理・社・音・書が導入され，算数に関して
は児童用端末にも導入された。プロジェク
ター型電子黒板については，２０２２年１月

に導入されたばかりであり，接続や操作面
において準備に時間がかかってしまうこと
もあるが，積極的に使用していくことで教
師も児童も使い方に慣れてきている。児童
一人ひとりのタブレットにもデジタル教科
書を入れており，児童自身でもデジタル教
科書上での操作や書き込みなどを行うこと
ができる。また教科書やノートを忘れたと
きでもデジタル教科書があれば，ノート代
わりとして書き込んだものを保存しておく
ことができる。児童は，プロジェクター上
に表やグラフが映し出されると，自分の作
成物と比較したり書き込んだりして，積極
的に取り組む姿勢が見られる。

指導者

学習者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材）

使 用 端 末 iPad OS

そ の 他 機 器 ホワイトボード，タブレット

ひとこと

少しでも先生方のお力に
なればと思います。

デジタル教材 学習者用デジタル教科書・教材セット

使 用 端 末 1人1台使用（iPad OS)

そ の 他 機 器

小学校

６年



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■指導者用デジタル教科書を電子黒板に映し，前時ま
でに学習した比例のグラフについて振り返る。

■指導者用デジタル教科書
p.173 1の問題を読み，課題を確認する。

超しおりで保存しておいた比例の
グラフを見せ，前時で学習した比
例のグラフの特徴について全体で
確認する。

比例のグラフの特徴について，指
導者用デジタル教科書にそのまま
書き込み，児童が視覚的にグラフ
の特徴を理解できるようにする。

超しおりで保存し見返せるように
しておく。

展  開 ■解決の見通しをもつ。

【児童の反応】

・表を使う。
・式を立てる。
・xの部分に１から順に当てはめていく。

反比例のグラフをかいて，特徴を見つけよう。

ホワイトボードに比例のグラフを
映し，反比例のグラフはどんな形
のグラフになるか考えさせる。

超しおりで比例のグラフをすぐに
出せるようにしておく。

電子黒板
指導者用デジタル教科書

▶

学習者用デジタル教科書

電子黒板
指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

▶

授業の展開 わくわく算数６　教科書 p.１７３〜１７４  １７時間目／１７時間中

電子黒板
指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

機器・教材



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■学習者用デジタル教科書 p.174 のグラフを使って，
それぞれで自力解決をしていく。

■自力解決したものを保存し，残していく。

各自の考え方を学習者用デジタル
教科書のノートを使って残せるこ
とを児童に知らせる。

学習者用デジタル教科書のお道具
箱にある電卓機能を使ってもよい
ことを児童に知らせる。

表や式などからグラフを作成して
いくことが考えられるので，それ
ぞれの方法に合った道具が学習者
用デジタル教科書上で使えるよう
にしていく。

学習者用デジタル教科書のノート
に書いたものは保存していく。

まとめ ■反比例のグラフについてホワイトボードで示しなが
ら，特徴をまとめる。

指導者用デジタル教科書 p.174 のグ
ラフを使って，ホワイトボードで反
比例のグラフを作成していく。

児童も同じように学習者用デジタル
教科書 p.174 のグラフに書き込んで
いくようにする。

▶

電子黒板
指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書
▶

電子黒板
指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

▶

機器・教材



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■学習者用デジタル教科書 p.174 のグラフを使って，
いろいろな反比例のグラフを自分で作成する。

学習者用デジタル教科書 p.174 の
グラフを使って，きまった数を変
えてみていろいろな反比例のグラ
フを自分で作成させる。

反比例のグラフは，きまった数が
大きくなったり小さくなったりす
るとどのような変化が出るかをタ
ブレットに残していくようにす
る。

▶

電子黒板
指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

機器・教材



  児童の反応， 実践の手ごたえ

比例と反比例の単元終了後に児童への簡単なアンケートを行った。

この６名の児童の感想からは，「見やすくて分かりやすい」「スムーズ」などの言葉が見られ，黒板に板
書の一部としてホワイトボードにデジタル教科書を映し出すことで，一面で把握することができ，４５分
の授業内容の理解が深まったことが分かる。

【デジタル教科書をタブレットで学習するとどうでしたか？（感想を書いてください） 】

この６名の児童の感想からは，「分かりやすい」「楽しかった」などの言葉が見られ，主体的に授業に取
り組むことができたことが考えられる。

【デジタル教科書を黒板に映して授業をすると分かりやすいですか？】

この６名の児童の感想からは，「機能面に関する便利さ」を感じている言葉が見られ，問題を解決するた
めの方法を自分で選択することができる面や学習の負担が軽減される面などに価値を感じていることが
わかる。



  まとめ

今回実践をしてみて，教師も児童も初めの
設定や操作の段階で面倒だなあと感じることは
あったが，使ってみると便利な機能や楽しい機
能がたくさんあることに気付いた。そして使っ
ていくうちに慣れてきて，どんどん自分で試し
てみる姿が教師にも児童にも見られた。一度
使った機能は違う場面で問題が起こった場合に
も，児童の方から「先生，〜〜の機能を使えば

いいんじゃない？」とより便利な方法を提案さ
れることもあった。まずは，面倒くさがらずに
使ってみるということが大切であると感じた。

今後も，まず積極的かつ意欲的に ICTを使っ
てみて，問題解決の方法の引き出しをたくさん
持たせておき，自分に合った解決方法を取捨選
択していく力を児童に付けていきたい。

今回，デジタル教科書 p.174 のグラフを使っ
て最後にいろいろな比例や反比例のグラフづく
りを取り入れた。児童に，作成したグラフを見
て何か気付いたことはあるかと問うと，「比例
のグラフはきまった数が大きくなるとグラフ
の傾きが急になる」「反比例のグラフはきまっ
た数が大きくなると曲線がなだらかになってい
く」などのきまった数とグラフの傾きの関係に
も気付くことができた。デジタル教科書のグラ
フづくりを取り入れたことで，グラフの作成が
難しい児童も手軽に作成することができ，理解

を深めることができた。
グラフの学習となると書いたり消したりする

のが段々と面倒になり，書いているうちにどの
線か分からなくなってしまい児童の主体性が失
われがちであるが，そのようなことがなく単元
を通して取り組むことができた。

また，児童は学習者用デジタル教科書をタ
ブレットで使用することに初めは戸惑っていた
が，使っていくうちに慣れ，電卓や定規などの
便利機能を自分に合うように使いこなして問題
解決をしていく様子が見られた。




